






はじめに

近年の主婦の日常生活における身体活動状態をみると、家電製品の普及により家事労働が

軽減化し、余暇の時間が増えている。さらに、自動車の普及による歩行距離の減少とも相

俟って、慢性的な運動不足の状態にあると考えられる。

そこで、主婦を中心として、若い女性も含めて、テニス、水泳、バレー・ボール、ジョギ

ング、ウォーキングが、さらに美容と健康維持を目的としてエアロビック・ダンスやジャ

ズ・ダンスなどが大いに流行している。

このような社会環境を背景として、以前には考えられないことであったが、妊娠してから

もスポーツを継続する風潮にあり、妊娠経過に何らの異常も認められない妊婦のスポーツ

活動(妊婦スポーツ)が流行している。

妊婦スポーツの目的は、1)運動不足の解消、2)肥満の予防、3)気分転換、4)体力の維持、

5)持久力の獲得などである。すなわち、妊婦スポーツは競技力向上を目指すものではなく、

定期的に行われる適度なスポーツ活動による健康管理・増進、さらに妊婦期間中を楽しく

快適に過ごすために行われるものである。

妊婦スポーツは、妊娠中の健康管理を目的として行われることからも、安全を重視して実

施しなければならない。妊婦スポーツの安全管理の特殊性は、母体と胎児という 2つの個

体の管理を同時に行わなければならないことにある。すなわち、妊婦のスポーツ活動が母

体および胎児に及ぼす短期的および長期的な影響を常に念頭に置き、運動プログラムの作

成、さらにはその実施に際しても慎重な対応が必要である。

そこで、妊婦のスポーツ活動が胎児に及ぼす短期的、直接的な影響として、妊婦に対する

運動負荷試験時における胎児心拍数の変動について検討した。


